
奥州市とは？　
  MLBの大谷翔平選手の出身地としても著名になった岩手県奥州市

は、歴史的に高野長英、後藤新平を輩出し、日本初の公民館や国際的

な国立緯度観測所も設置された場所です。1988年に国立天文台となっ

た観測所には海外からの研究者も滞在し、地域の国際化が進んできま

した。奥州市国際交流協会は2006年に水沢、江刺、胆沢、前沢、衣川

の5市町村合併の際に設立。外国人人口比率は決して高くありませんが

(2023年3月現在約0.6%)戦略的に多文化共生施策に取り組んでおり、

2009年には奥州市との協働で奥州市多文化共生マスタープランも策定

しました（2016年、2023年改訂）。

国際交流協会の役職員の方々は？

　会長の佐藤剛さんと事務局長で多文化共生マネー

ジャーの渡部千春さんは、海外のご経験も数多く、

それぞれ本業をお持ちの傍ら国際交流協会を運営し

ています。熱意にあふれ、機動力のあるお二人の強

いリーダーシップのもと、奥州市政策企画部未来羅

針盤課とも緊密に連携を図り、研究者や有識者を巻

き込みながらスピード感を持って多文化共生施策を

推進されています。優秀な職員を獲得し、質の高い

事業を行うには職員の待遇も重要なため、市の事業

受託に際しても市役所との丁寧な対話を大切にして

いるとのことでした。活動の拠点は、指定管理者と

して運営する、水沢地域の地域づくり・国際交流の

拠点「地域交流館アスピア」です。

具体的な事業は？

Ⅰ 在住外国人のコミュニケーション支援：奥州市医療通訳派遣シ

ステムの運営、日本語教室、外国人児童・生徒の学習支援、

多言語情報ラジオ、多言語情報紙発行

Ⅱ 生活支援：行政書士や税理士等と連携した外国人無料相談会、

市長とのタウンミーティングの開催、外国人と外国の文化に興味

がある市民が気軽に交流ができる場の提供

Ⅲ 地域づくり事業：外国人就労支援事業、奥州市姉妹都市青少年

交流事業への協力、

奥州市が推進する国際リニアコライダー誘致推進事業に多文化共

生のまちづくりの観点で協力

　上記のよう にきめ細かく、幅広い事業展開が特徴です。現在は

市役所と協働し多言語のハザードマップを作成、有識者の協力を

得てやさしい日本語の普及推進のための事業も進めています。

　水沢地域の歴史的資産という地域資源を活かしながら、多文化

共生の推進、地域課題に積極的に取り組む奥州市国際交流協会の

今後の展開に是非ご注目ください。

【サイト https://oshu-ira.com/】

佐藤剛会長市民が集う地域交流館アスピアが拠点です

国際協力や多文化共生に関する自治体、

地域国際化協会、NGO/NPO等の連携推進

を目的に活動しています。随時相談も受け

付けています。お気軽にご連絡ください!

市民国際プラザ

奥州市国際交流協会
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「市民国際プラザ」を活用ください！

地域の国際協力、多文化共生の事例をご紹介

一般財団法人　自治体国際化協会

～多文化共生、地域課題に
　　　　果敢に取り組む国際交流協会～

【岩手県奥州市】

-ダイジェスト‐

　03-5213-1734

　international_cooperation@plaza-clair . jp　　

　https://www.plaza-clair . jp/

　https://twitter.com/janic_plaza    　

　https://www.facebook.com/Siminkokusaiplaza. janic/　　　　

✉

医療通訳派遣システムも整備されています

右　：奥州市多文化共生マスタープランは2023年2回目の改訂です

中央：奥州市医療通訳派遣システム覚書　市との協働で行っています　

左　：外国人住民の防災のための提言書　市への政策提言も行います

https://oshu-ira.com/

